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	（１）　セメントモルタル、コンクリート吹付工を施工するに当たり、設計図書に示されていない事項については、土木学会制定の「
	（２）　材料の選定、配合、混合、吹付方法について、監督員の承諾を得なければならない。
	（３）　吹付に当たっては、吹付厚が均等になるように施工しなければならない。
	（４）　吹付面のごみ、泥土、及び浮石等の吹付材の付着に害のあるものは、取り除かなければならない。なお、吹付面の清掃時期に
	（５）　吹付面が土砂の場合には、吹付圧により土砂が散乱しないように、十分打ち固めなければならない。
	（６）　吹付面が吸水性のある場合には、事前に吸水させなければならない。
	（７）　吹付個所において、湧水のある場合、又は湧水の恐れのある場合には、施工方法について監督員と協議しなければならない。
	（８）　補強用金網の設置に当たり、設計図書に示す仕上がり面からの間隔を確保し、吹付け等により移動しないように法面に固定す
	（９）　吹付に当たっては、法面に直角に吹付けるものとし、法面の上部より順次下部へ吹付け、はね返り材料の上に吹付けないよう
	（１０）　１日の作業の終了時及び休憩時には、吹付けの端部が次第に薄くなるように施工し、これに打継ぐ場合には、この部分をよ
	（１１）　表面及び角の部分の吹付けに際しては、吹付速度を遅くして、丁寧に施工しなければならない。こて等で表面仕上げを行う
	（１２）　吹付けに際しては、他の構造物を汚さないように、また、はね返り材料は速やかに取り除き不良個所（サンドポケット）等
	（１３）　吹付けを２層以上に分けて行う場合には、層間に剥離が生じないよう、層になじみの良い時間、清掃等を留意して施工しな
	（１４）　伸縮目地、水抜き孔について、特に指定のない限り、２㎡に１箇所以上の割りで、千鳥状に設置し、前面に向かって２％程
	（１５）　法頭、法肩の吹付けに当たっては、雨水などが浸透しないように地山に沿って巻き込んで施工しなければならない。

